
1 ごみ搬入量について

平成 2 7年度に桑名広域清掃事業組合資源循環センターへ搬入されたごみの総量は、
5 1 , 1 3 3 トンで、 前年度と比較すると 4 9 2 トン (1 . 0 % ) の増加となった。
過去 5 ヵ年との比較では、 平成 2 2 年度と比較して 1 , 3 4 2 トン (2 . 7 % ) 増加し
ており、 年度毎に増減は生じているものの概ね増加傾向で推移している。

グラフ 1 ごみの搬入量の推移
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( 1 ) 種類別のごみ搬入量
搬入ごみの種類別内訳は、 可燃ごみが4 5 , 6 7 4 トンで、 前年度と比較して 2 9 9 ト
ン (0 . 7 % ) の増加、 不燃 ･ 粗大ごみは、 3 , 8 2 4 トンで、 前年度と比較して 1 9 5

トン ( 5 . 4 % ) の増加、 プラスチックごみは、 1 , 6 3 5 トンで、 前年度と比較して 2

トン (0 . 1 % ) の減少となった。
過去 5カ年との比較では、 可燃ごみは、 微増傾向で推移している。 一方、 不燃 ･粗大ご
み及びプラスチックごみは、 減少傾向で推移している。

(単位 :トン、 % )

種類 可燃ごみ 不燃 ･粗大ごみ プラスチックごみ 合計

年度 搬入量 前年度比 搬入量 前年度比 搬入量 前年度比 搬入量 前年度比

H 22 4 3 ,7 6 6 /
/ /

4 ,1 6 7 ｣
/ /
ノノ

1 ,8 5 8 / //
4 9 ,7 9 1 /′

/ /
/

/
H 2 3 4 3 ,9 4 5 0 .4 4 ,0 0 9 △ 3 .8 1 ,8 0 1 △ 3 .1 4 9 ,7 5 5 △○‐1

H 2 4 4 5 ,1 3 4 2 .7 3 ,9 3 1 △"1 .9 1 '7 10 △ 5 .1 5 0 ,7 7 5 2 .1

H 2 5 4 5 ,9 4 8 1 .8 3 ,9 5 0 0 .5 1 ,6 9 0 △ 1 .2 5 1 ,5 8 8 1 .6

H 26 4 5 ,3 7 5 △ 1 .2 3 ,6 2 9 △＼8‐1 1 ,6 3 7 △ 3 .1 5 0 ,6 4 1 △ L 8

H 27 4 5 ,6 7 4 0 ･7 3 ,8 2 4 5 4 1 ,6 3 5 △ 0 ･1 5 1 ,13 3 L o

表 1 種類別ごみ搬入量



(2 ) 搬入形態別ごみ搬入量
収集ごみ (各団体で収集した家庭ごみ等) と [ 般ごみ (事業系ごみ及び資源循環センタ

( 2 . 6 % ) の増加となった。
過去 5ヵ年との比較では、 収集ごみは、 年度毎に増減は生じているものの、 概ね横ばい
傾向で推移している。 一方で、 一般ごみは増加傾向にある。

区分ト 収集ごみ 一般ごみ 合署十

年度 搬入量 前年度比 搬入量 前年度比 搬入量 前年度比

H 2 2 3 4 ,4 8 6 / /
/ / 1 5 ,3 0 5 / /

/ 4 9 ,7 9 1 /
/ /
/ /

H 2 3 3 4 ,8 3 2 1 ･0 1 4 ,9 2 3 △さ2‐5 4 9 ,7 5 5 △0ュ

H 2 4 3 5 ,2 0 8 1 4 1 5 ,5 6 7 4 .3 5 0 ,7 7 5 2 .1

H 2 5 3 4 ,6 6 6 △1 5 16 ,9 2 2 8 .7 5 l ,5 8 8 上6

H 2 6 3 4 ,5 13 乙さ○‐4 16 ,1 2 8 △ふ4 .7 5 0 ,6 4 1 △ 1 .8

H 2 7 3 4 ,6 8 4 0 .2 L 6 ,5 4 9 2 .6 5 1 ,1 3 3 1 ･0

(3 ) 団体別のごみ搬入量
平成 2 7 年度における団体別のごみ搬入量は、 桑名市は4 2 , 2 6 1 トンで、 前年度と
比べ 4 4 9 トン ( 1 . 1 % ) の増加となった。 いなべ市は 2 , 1 1 6 トンで、 前年度とほ
ぼ同量となった。 木曽岬町は 1 , 1 9 5 トンで前年度と比べ 2 8 トン ( 2 . 3 % ) の減少

となった。 東員町は 5 , 5 6 1 トンで、 前年度と比べ 7 2 トン ( 1 . 3 % ) の増加となっ
た。
過去 5 ヵ年との比較では、 桑名市は微増傾向にある。 いなべ市は、 平成 2 5 年度にごみ
焼却施設工事の影響から搬入ごみが一時的に増加する要因が生じたが、 この分を除いても
通期では増加傾向にある。 木曽岬町は、 年度により若干の増減が生じているものの近年は
減少傾向にある。 東員町は減少傾向にあったものの近年は増加に転じている。

(単位 :トン、 % )表 3 構成団体別ごみ搬入量

団体名 桑名市 いなべ市 木曽岬町 東員町 合計

年度 搬入量 前年度比 搬入量 前年度比 搬入量 前年度比 搬入量 前年度比 搬入量 前年度比

H 2 2 4 0 ,9 8 1 / 1,9 50 ｣｣
/ / 1,4 4 8 / 5 ,4 12 / 4 9 ,79 1

/ /
/ /
/

H 2 3 4 0 ,7 86 △0 5 2 ,0 24 3 .8 1,6 15 1工5 5,330 △1 5 4 9 ,7 5 5 △0･1

H 24 4 1,300 1.3 2 ,5 24 24 .7 し7 L3 6 4 5 ,2 38 △ 1･7 50 ,77 5 2 .1

H 2 5 4 1,70 1 1･0 3 ,3 13 3 1 3 1 ,24 0 △】2 7 .6 5 ,334 1,8 5 1,588 L 6

H 2 6 4し8 12 0 .3 2 ,117 △"3 6 .1 1,2 23 △ 1.4 5 ,4 89 2 .9 5 0 ,64 1 △ L 8

H 2 7 4 2 ,26 1 L 1 2 ,1 16 0 ･0 1,195 △2 3 5 756 1 1.3 5 1,13 3 1･0
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2 ごみの処理状況

イ.黙認奢事理鰹彩る鈍る漱ご箱辯駁擬態をSF彰隧
属類等をリサイクル資源として回収し、 有価資源物として売り払いした。 また、 プラスチ

ック製容器包装では、 1 , 4 4 3 トンを再商品化等資源として回収した。 その他、 当施設
で資源物として処理できない不適物 (不燃物等) 1 , 7 7 9 トンは、 民間事業者に処理を
委託した。

図 1 平成 2 7 年度ごみ処理状況 (カッコ内は平成 2 6年度数値) (単位 :トン)
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3 施設見学について

当組合は、 啓発事業の一環としてごみ処理施設の視察 ･見学を受け入れている。 視察 ･
見学者の内訳としては、 構成市町の小学校 4 年生の社会科学習としての見学が主なものと
なるが、 このほか、 地域の各種団体や国内外からの行政視察等も受け入れている。

区分 小学生 行政視察 (内外国人) その他 (内外国人) 合計

H 2 2 1,3 52 342 (300) 326 (35) 2 ,0 20 (3 35 )

日2 3 1 ,5 9 4 10 5 76 1 ,7 7 5

H 24 1 ,3 3 1 51 (12) 9 1 1,47 3 (12)

H 2 5 1,59 9 92 (10) 74 (7) 1,76 5 (17)

H 2 6 1,4 9 5 18 (7) 64 (3) 1,57 7 (10)

H 2 7 1,4 76 56 (7) 67 (8) 1,59 9 (15)

※平成 2 2年度の行政視察は、韓国の自治体が地域関係者 (住民等) を同行したため数値
が大きくなっている。
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